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令和 5 年 4 月 18 日(火)、全国の小学校 6 年生、中学校 3 年生を対象に全国学力・学習状況調査
が行われました。本校児童の分析、結果がまとまりましたので、お知らせします。 

この調査は、児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、今後の学習指導に役立てることを目的
として行っています。本校も目的を踏まえ、今回明らかになった課題を分析し、課題解決のための
授業改善に努めて参ります。 

全国学力・学習状況調査結果報告 

１、結果概要               〔全国平均正答率との比較から見た本校の結果〕 
 国 語 算 数 

本校の平均 下回っている 下回っている 

全道平均〔正答率（正答数/問題数）〕 66  (9.2/14) 61  ( 9.8/16) 

全国 67.2(9.4/14) 62.5(10.1/16) 

２、領域ごとの結果                             

国語                      算数 

 

 

 

 
３、各教科の傾向と指導改善のポイント 

（ア）国語 

①全国と比較して正答率が高かった問題  

〈問題番号３二〉 

 

 

   

 

 

（正答） 記述式 

 

※寺田さんと山本さんが、どのような思いでボラン 

ティアを続けているのかについて、わかったこと 

をまとめて書く力が求められます。 
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学習指導要領の内容 全国平均との比較 
知識及び 
技能 

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 低い 

(2) 情報の扱い方に関する事項 低高いい 

思考力 
判断力 

表現力等 

Ａ 話すこと・聞くこと やや低い 

Ｂ 書くこと 低い 

Ｃ 読むこと 低い 

 

学習指導要領の内容 全国平均との比較 
数と計算 低い 

図形 低い 

測定 ー 

変化と関係 同様 

データの活用 低い 

 

問題の趣旨 

目的や意図に応じ、話の内容を捉え、話し手の考え 

と比較しながら、自分の考えをまとめることができ

るかどうかをみる 
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②全国と比較して正答率が低かった問題  

〈問題番号２四〉 

 

 

 

（正答）  記述式 

 

※資料を読み、運動と食事の両方についてわかった 

ことをもとに、自分ができそうなことをまとめて 

書く力が求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（正答例） １ 

 

 

 

 

 

問題の趣旨 

文章を読んで理解したことに基づいて、自分の 

考えをまとめることができるかどうかをみる 

 

（イ）算数 
 

①全国と比較して正答率が高かった問題  

〈問題番号３（１）〉 
 

問題の趣旨 

（ ）を用いた式や、加法と乗法の混

合した式を場面と関連付けて読み取

ることができるかどうかをみる 

 

■本校の指導改善のポイント■ 

国語では、「読むこと」の力を身に着けるために 

・基礎的事項を授業の中で繰り返し使いながら語句を身に着けていきます。 

・目的に応じて必要な情報を見つけたり、文を読んで理解したことに基づいて自分の考えをまとめたりする 

力（読むこと）が弱い傾向にあります。このことから、問題を理解し、いくつかある解決方法から自分の 

考えを選び、解答する力が課題であると考えます。 

そのために、以下の取組を授業の中で進めていきます。 

（１） 要約する 

（２） 目的に応じて必要な情報を見つける 

（３） 文章を読んで理解したことに基づいて自分の考えを持つ場面を授業の中で作り、説明したり 

話を聞いたりして文の意味を理解する機会を作る 
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■本校の指導改善のポイント■  

算数では、算数的活動や説明活動を多く取り入れ、校内研究とリンクした「対話を重視した学び合う授

業づくり」を進めていきます。その際、ICT機器を効果的に活用する工夫を盛り込み、児童の活動の時間を

十分に確保し、対話の深まりを目指します。 

また、授業の中でアシストシート（弱点補充のための問題集）、チャレンジテスト、デジタルドリル等

も活用して、苦手としている部分の改善を図ります。定着していない事項を明らかにしたうえで苦手とし

ている児童を補いながら単元の学習を進めていきます。算数でも長い問題文、多くの資料の中から問われ

ていることをつかむために、国語の学習とリンクした授業作りを進めていきます。３年生以上では学習サ

ポート講師との連携を深め、特に習熟が不十分な児童をサポートしていきます。 

 

 

1 先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか。 

２ 先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないところについて、わかるまで教えてくれて

いると思いますか。 

３ 人の役に立つ人間になりたいと思いますか。 

４ 人間関係に満足していると思いますか。 

５ 学級の友だちとの間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり広げたりすることができていると

思いますか。 

６ 国語の授業で、物語を読むときに、登場人物の性格や特徴、物語全体を具体的にイメージし、どのような

表現で描かれているのかに着目していますか。 

７ 学習の中で、PC・タブレットなどの ICT 機器を使うのは勉強の役に立つと思いますか。 

８ 今住んでいる地域の行事に参加していますか。 

９ 自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか。 

 

②全国と比較して正答率が低かった問題  

〈問題番号３（３）〉 

問題の趣旨 

加法と乗法の混合した整数の計算をしたり、分配 

法則を用いたりすることができるかどうかをみる 

 

（正答例） ６００ 

■家庭学習（学年×10分＋10分）のポイント■  

①授業で学習し、定着させたい基本的な事柄は、宿題として適宜取り組み、「理解」から「記憶」への

確認作業を繰り返すことで、定着を図っていきます。 

②全学年で家庭学習計画表の記入に取り組み、計画・実行・改善の学習サイクルを形成し、発達段階に

応じて、学習の量と質の両面での向上を図り、基礎基本の定着を目指します。 

③中学校区内の学校と連携し、「家庭学習頑張ろう習慣」を年に4回設定し、学習に取り組むきっかけ

づくりを行います。 
 

 

児 童 質 問 紙 

（ア）全国平均を上回っている特徴的なもの 
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（イ）全国平均を下回っている特徴的なもの 

 

 

 

（ウ）昨年度と比較して改善が見られるもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３ 算数の勉強が好きですか 

１４ これまで学校の授業以外で、英語を使う機会がありましたか 

 

１5 学校に行くのが楽しいと思いますか。 

１6 学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、勉強をしている。（学習塾で勉強している時間や家

庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用して学ぶ時間も含む） 

１7 学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、読書をする。（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く。

1 時間以上） 

１8 今住んでいる地域の行事に参加している。 

 

１０ 困りごとや不安があるときに、先生や学校にいる大人にいつでも相談できますか。 

１１ 読書は好きですか。 

１２ 学習塾の先生や家庭教師の先生に教わっていますか（教わっていない）。 

 

■本校の改善のポイント■ 

○『算数の勉強は好きですか』の質問に対し、「好き」と回答した割合が全国平均を大きく下回っています。

これは、苦手意識のあらわれであり、算数の正答率の低さとも関係があると考えられます。今年度の本校

の校内研究主題〔「わかる・できる」経験を通して主体的に学び合う子どもの育成〕を実践し、今後も授業

改善を進めていきます。具体的には、対話を重視した学び合う場面の設定や、ICT 機器の活用を効果的に

取り入れていくことで、意欲的に授業に参加できるようにしていきます。 

○『先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思う』『人の役に立つ人間になりたいと思う』と 6 年

生全員が感じています。子どもたちに対し肯定的な声かけを増やすことを全教職員で確認し、その取組を

継続してきた成果と考えます。今後も継続し，子どもたちの自己肯定感・自己有用感を高めていきます。 

○『困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できますか』の結果から、先生・学

校にいる大人に対する信頼が厚いこともわかります。「肯定的な声かけ」の継続により信頼関係の構築に

つながったと考えます。今後も、子どもたちに寄り添い、肯定的な声かけを継続していきます。 

○『友だち関係に満足している』『学級の友だちとの間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり広

げたりすることができている』と 6 年生全員が感じています。今後も、子ども同士や、子どもと教師との

間の親和的な人間関係を大切にし、互いの良さや頑張りを認め合える学級風土を作っていきます。 

 

 

今年度の調査問題（正答例、解説）は、こちらでご覧いただけます。  

https://www.nier.go.jp/23chousa/23chousa.htm 


